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ごあいさつ
　当社は、創業来135年間、社会のサステナビリティと企業のサステナビリティの両立に取組んできま 
した。それはすなわち、企業活動を行ううえで土台となる社会を大切にし、その社会課題の解決を通じて、
地域や日本全体の持続的な成長に貢献することであり、ひいては日本生命グループの成長・発展につな
がっていくということです。

　昨年度、サステナビリティ経営の高度化の一環として、サステナビリティ重要課題を見直しました。 
見直しにあたっては、担い手となる役員・職員が理解・共感できることを第一に考え、貢献すべき領域を、
個人としての「人」、その人々で構成される「地域社会」、地域社会が集まった「地球環境」の3つにまとめ 
ました。つまり、人からコミュニティ、グローバルへと視野を広げていくイメージです。

　今後、日本生命グループは、生命保険等の商品・サービス提供者としての立場と機関投資家としての 
立場の両面から「人・地域社会・地球環境」への貢献を積重ね、『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』の
実現を目指します。

　とりわけ、「地域社会」への貢献において、地域社会への取組メニューのさらなる拡充が課題と考えて
います。このことを進める際には、各自治体との連携はもとより、地場の企業やNPOなど民間の仲間づく
りを進めることで、地域社会に密着した課題解決の道を探っていきたいと思います。

　この「お客様の声白書2024」は、「お客様本位の業務運営」の成果である改善取組や「サステナビリティ
経営」を実践する取組の事例を紹介した冊子であり、各地域の消費生活センター訪問、全国で開催する
ニッセイ懇話会などの場面で活用しています。当冊子が、地域社会に密着した課題解決に向けた対話の 
糸口となれば幸いです。

　今後も相互扶助の精神を守りつつ、生命保険会社としてお客様サービスの 
向上を図り、お客様をお支えし、地域社会とともに発展してまいります。
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●苦情（ご不満）（P.9）

2020 年度

100％

95％

90％

85％

80％
2021年度 2022年度 2023年度

2023年度

●お客様満足度調査（総合満足度）（P.10）

（　　　　　　　　　　　　　　　）お客様満足度とは、「満足」「やや満足」「やや不満」「不満」の
4択のうち、「満足」「やや満足」と回答したお客様の占率

苦情
（ご不満）
1.4 万件減

約 6.3 万件 約 4.9 万件

※2021年度より、Web調査を実施しています。
　加えて、調査対象のお客様についても過年度より拡大しています。

従来の営業職員経由で加入のお客様を対象とした郵送調査方法

新調査方法※

2022年度

91.4％ 91.9％

95.0％

90.6％ 90.5％

お客様の声白書 2024　トピックス

　「お客様の声」に学び・活かす取組を継続的に実施した結果、昨年度の「お客様満足度
調査」では95.0％のお客様に「満足」「やや満足」とご回答いただきました。
　その一方、お客様からの「苦情（ご不満・ご指摘）」は、約4.9万件となりました。

　「お客様の声」にもとづく改善取組事例を当白書で紹介しています。引続き「お客様の
声」を大切にし、お客様サービスの向上に取組んでまいります。

【2024年  1月】 みらいのカタチ年金保険 Webダイレクト取扱（P．15）

【2024年  4月】 身体障がい状態・要介護状態を一時金・年金の2つの給付で
長期的にサポートする商品の発売（P．17）

一時保育マッチングサービス「ちょこいく」事業化（P．18）

SAAGASの提供開始（P．19）

目標金額を設定できる生命保険の留意点ビラ提供（P．23）

【2024年  7月】 コールセンター宛の返信用封筒を改訂（P．20）

【2024年  9月】 ニッセイかぞくリンクの開始（P．21）

【2024年10月】 外貨建保険の重要情報シートの記載内容を充実（P．23）
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「お客様の声」を
経営に活かす取組
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「お客様の声」を
経営に活かす取組
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　当社グループは『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』の実現を目指し、重点的に取組む
領域として「人」「地域社会」「地球環境」の３領域を定め、サステナビリティ重要課題５項目
に対する取組を進めています。

　サステナビリティ経営の更なる高度化に向けて、中期経営計画に掲げる各戦略のもと取
組を推進しており、これらの戦略の根幹となるのが、「お客様本位の業務運営」です。

●サステナビリティ経営

●お客様本位の業務運営

人・地域社会・地球環境の3領域で、社会課題解決への貢献に取組

人生100年にわたる安心・安全の提供、希望に満ちた未来世代を育む、多様性と人権の尊重

活力あふれる地域社会の創出

人

地球環境地域社会 豊かな地球を未来につなぐ

人 地球環境地域社会

日本生命グループが目指す社会

誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会

「お客様の信頼の上にのみ事業が成立する」という認識のもと、
「お客様の声を基点とした継続的なサービス向上」と「各事業戦略におけるお客様本位の業務運営のPDCA」

を基本に以下の2軸を推進

苦情・コンダクトリスクへの対応強化

「着眼点※」もふまえた不祥事案の未然防止、
苦情減少に向けた取組の推進

お客様の体験価値（＝CX）の向上

既存取組の高度化

高齢者や外国人等、より配慮が必要な
お客様への手続きサポートの充実

より実効的な管理・教育体制の構築に向けた
営業現場組織の強化

お客様の声活用の更なる推進等を通じた、
商品・サービス、チャネルの付加価値向上

※生命保険協会が、営業職員チャネルのコンプライアンス・リ
スク管理態勢の高度化に向けた原理・原則（プリンシプル）と
具体的取組事例等をまとめ、「営業職員チャネルのコンプラ
イアンス・リスク管理態勢の更なる高度化にかかる着眼点」
として公表

独自性・競争力を備えた商品・サービスの創出を
通じた新たな付加価値の創出



「お客様の声」を経営に活かす取組

●取組の全体像
　当社では、「お客様の声」をサービス向上のための大切な財産として受けとめ、
全国の支社・営業部、ニッセイ・ライフプラザ、ニッセイコールセンター等において
幅広い把握に努めるとともに、さまざまな機会を通じ、当社から積極的にお客様の
ご意見等をお聴きしています。また、行政や消費者団体等から、法改正や行政・�
消費者問題の動向等の情報収集や意見交換を行うとともに、各都道府県や市町
村の消費生活センターを訪問し、地域の相談情報を収集しています。

　お客様からいただいた声や収集した情報は、各部門での改善取組の検討に活
用し、役員・部長層をメンバーとする「お客様本位の業務運営委員会」や「取締役会」
「経営会議」において定期的に共有する中で、「お客様の声」を基点とした継続的な
サービス向上取組を全社で推進しています。

　一連の取組は、「消費者志向自主宣言」（P．6）にもとづいて実施しています。
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「お客様の声」に学び・活かす取組

「お客様の声白書」の発行・公表および“対話のツール”として活用

 「お客様の声」に学ぶ  「お客様の声」をサービスに活かす

お客様サービスの向上

●コールセンター
　【大阪・東京・福岡】

●ライフプラザ
　（店舗）

●支社、営業部

●ニッセイ懇話会

●お客様満足度
　調査
●消費者モニター
　会議
●消費生活センター
　訪問

 等

 等

お客様から
お聴きする声

社会課題を
踏まえた検討

新商品発売
前後の付議

従業員教育
の実施

サービスの
改善

・・・・

社会課題
への対応

商品内容

従業員の
対応

事務・
サービス

取組の視点分析・評価の視点

お客様本位の
業務運営委員会
（経営会議の諮問機関）

約185万件

お褒め・感謝

苦情（ご不満）

ご意見・ご要望

お
客
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声

※記載の件数は2023年度年間

取
締
役
会・経
営
会
議

総
代
会・評
議
員
会

対
外
公
表



「お客様の声」を経営に活かす取組
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　創業以来の「共存共栄、相互扶助の精神」
（経営基本理念）にもとづく行動指針「私た
ちの誓い」が当社の消費者志向経営の理念
です。「私たちの誓い」に則り、「お客様の声」
への対応を含め、業務を運営しています。

私たちの誓い

1 日本生命の代表として、
お客様に信頼いただけるよう、最善を尽くします。

2 お客様のご要望に、誠実・迅速にお応えします。

3 お客様の声を大切にし、
学び、サービス向上に努めます。

4 仲間の輪を育み、
Face-to-Faceで、お客様の輪を拡げます。

5 ルール・マナーを守り、社会の一員として、
お客様とともに行動します。

お客様本位の業務運営に係る方針

1 全社方針 あらゆる業務での
お客様本位の業務運営の実践

2 新契約 よりよい商品・サービスのご提供と、
お客様に相応しいコンサルティングの実施

3 アフターフォロー 確実な保障責任の全う

4 ルールの遵守 利益相反の適切な管理・
コンプライアンスの遵守

5 お客様の評価 お客様の声を活かす取組・結果の検証

6 チャネルの管理 一人ひとりがお客様本位で
行動するための取組

　お客様が真に求める商品・サービスの提
供に向け、全ての部門が日常業務として一層
実践していくことを目的に、当社業務や行動
指針「私たちの誓い」を反映する形で、全社
方針を改定しました。

●「お客様の声」への対応方針 ●お客様本位の業務運営に係る方針

●関連する対外公表

「お客様本位の業務運営の取組内容・結果」　（2017年3月～）

お客様本位の取組をわかりやすくお客様にご理解いただくべく、販売チャネルごとに具
体的な取組内容を公表し、また、取組結果についても今後公表を予定しています。

当社の消費者志向経営に関する理念や取組方針を公表しており、自主
宣言にもとづく取組結果（フォローアップ）を定期的に公表しています。

「消費者志向自主宣言」　（2017年1月）

「ISO10002」自己適合宣言　（2016年4月）

苦情を中心とした企業のお客様対応に関する国際標準規格である「 ISO10002」※�
への自己適合宣言を実施しました。
※「ISO10002」とは、2004年7月に国際標準化機構（ISO）によって制定された苦情対応に関する国際標
準規格であり、PDCAサイクルによる商品・サービスおよび苦情対応プロセス自体の継続的な改善を目指
し、お客様満足度向上のための枠組みを示したものです。



「お客様の声」を経営に活かす取組

　全国のお客様からの生命保険に関するお問合せへ
の対応やお手続きのサポートを専門のオペレーター
が承ります。また、ニッセイホームページ・日本生命ア
プリを利用するお客様のサポートも行っています。
　お客様一人ひとりに丁寧でわかりやすく、かつ�
スピーディーな対応を心がけています。

■お客様へのサポートの充実
店舗における設備面での充実とともに、職員の知識取得を通じ
て、サポートが必要なお客様に、お客様の望まれるサポート方
法を提供し、お客様自ら行動・選択できる応対に努めています。

■ご高齢のお客様専用ダイヤル（シニアほっとダイヤル）
自動音声案内が聞取りづらく、用件選択が難しいというお客様の声を受け、オペレー
ターへ直接つながる専用ダイヤルを設けています。
オペレーターは、「話す速度」「聞取りやすい発声」「わかりやすさ」を意識した話
し方等の専門的な電話応対スキルを身につけています。
さらに、書類を送付したお客様に対しては、コールセンターからお電話をして記入方
法等をサポートする「手続きフォローコール」を行っています。

音声が聞取りにくいお客様への応接補助機器として、
バリアフリー音響機器「comuoon®（コミューン）※」を設置
※ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社の登録商標
　39店舗（全国99店舗中）で導入済
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「お客様の声」の受付体制

　どなたでもお気軽にお立寄りいただける店舗が全国99カ所にあり、年間約12万名のお客
様にご来店いただいています。
　保険に関する各種お手続きやご相談はもちろん、資産活用、医療・介護への備え、教育�
資金の準備等、幅広く専門的なコンサルティングを行っています。
　お電話に加え、インターネットでも各種お手続き・ご相談のご予約を承っております。

●ニッセイ・ライフプラザ（店舗）について

●ニッセイコールセンターについて



「お客様の声」を経営に活かす取組

■消費生活センターからのご出席について
　地域の消費生活センターの方には、従来から消費者問題の専門家としてご出席いただ
き、ご契約者（消費者）向けに、消費生活センターの役割についてお話しいただくなど、
ニッセイ懇話会運営にご協力いただいています。2023年度は36名の方に、会場やオン
ラインでご出席いただきました。

　ニッセイ懇話会は、広く全国各地のご契約者に、当社の
事業活動を説明し、経営全般や商品・サービス等に関する
ご意見・ご要望をお伺いする場として、1975年から毎年
開催しています。
　2023年度は、2024年1月から3月にかけて、全国の支
社等の会場とオンラインを組合せたハイブリッド形式等に
て開催し、ご契約者からさまざまなご意見・ご要望をいた
だきました。いただいたご意見・ご要望は社内で検討し、経営に反映するよう努めています。

　消費者問題の専門家や消費生活アドバイザー等か
ら、当社サービス全般やお客様向け文書についてご意
見をいただきました。

●ニッセイ懇話会について

●消費者モニター会議について

開催時期 テーマ
2023年10月 見直し中のWebシステムの画面デザイン

2024年  1月 給付金・生前保険金「請求手続案内文書」

ニッセイ懇話会にご出席いただいた消費生活センターの方からの声※

・�初めて懇話会に参加したが、事業者と契約者が双方向で、積極的に意見交換されている様子を
見て、大変素晴らしいことだと感じた。契約のトラブルというのは、双方のコミュニケーション不
足に一因があるといつも感じている。情報格差をなくして、相互理解を深めるような場があると
いうのは素晴らしいこと。こういった取組は是非今後も継続していただけたらと思う。
・�懇話会のやりとりを見て、事業者と消費者の間で、しっかり連携がとれていて、円滑なコミュニ
ケーションが行われている印象を受けた。参加して良かった。消費者視点での取組を引続きお
願いしたい。
・�生保はお客様とのコミュニケーションがとれているためか、最近はあまりトラブルは聞かない。
引続きこのような場も通じ、良好な関係を築いていっていただきたい。

※出席者からいただいた声の中から、当社で抽出・編集して掲載しています。
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出席役員による事業活動の説明

会議の様子（オンライン開催）



「お客様の声」を経営に活かす取組

　2023年度は、全国の支社・営業部、ニッセイ・ライフプラザ、ニッセイコールセンター等
の窓口へ、「苦情（ご不満・ご指摘）」、「ご意見・ご要望」、「お褒め・感謝の声」、その他お手
続きに関するご照会など、約185万件の「お客様の声」をいただきました。

●お客様から寄せられた「苦情（ご不満・ご指摘）」
　当社では、「苦情」の定義を「お客様から寄せられる不満のお申し出（事実関係の有無は問
わない）」として、幅広くご不満の声をとらえ、お申し出内容や発生原因等に応じた分類・分析
を行い、お客様の視点に立った具体的なサービスの改善に活かしています。【詳細P.12～24】
（「お客様の声」を経営に活かす取組の全体像はP.5に記載しております。）

●当社に寄せられた「お褒め・感謝の声」※

　お客様からいただいた「お褒め・感謝の声」は社内で共有し、従業員一人ひとりが、より�
多くのお客様にご満足いただくための行動を意識し、実践できるよう取組んでいます。

保険料のお払込み等に関するもの

ご不満
の声

約4.9万件

7.1％7.1％

17.2％17.2％

33.7％33.7％

31.5％31.5％

10.5％10.5％

●口座振替、振込みに関するご不満  等

保険契約へのご加入等に関するもの
●ご加入時の説明に関するご不満
●営業職員の募集行為に関する
ご不満  等

保険金・給付金のお支払い等に関するもの

●給付金のお支払い手続きに関するご不満
●年金のお支払い手続きに関するご不満  等

ご契約後のお手続き等に関するもの

●アフターサービスに関するご
不満

●営業職員の態度・マナー、
お客様応接に関するご不満  等

その他

●解約手続に関するご不満  等

死亡保険金請求時にいただいた感謝
・死亡保険金請求時、取り乱すこともあった私に寄り添ってくださいました。父や私のために、�
こまめな連絡や迅速な対応をしていただいたおかげで、無事に保険金を受取ることができま
した。� （三重県　30代　女性）

ご契約内容確認活動への感謝
・契約内容の確認について、丁寧で細やかな説明をしていただきありがとうございます。�
担当者との会話を通じて明るく元気になります。いつもお声かけいただくので、安心して生活
できます。� （福島県　50代　女性）

※お客様からいただいた声の中から、当社で抽出・編集して掲載しています。
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「お客様の声」を経営に活かす取組

　当社では、年1回、社外機関を通じて、ご契約者へアンケートを実施し、当社の商品や事務・
サービスに関する評価・ご意見をいただいております。
　2023年度のお客様満足度結果（KPI）について、対面での訪問活動に加え、LINE等のデジ
タル接点やHP等でのダイレクト手続拡大等によるお客様の望まれる接点での関係構築や、
一時払終身の予定利率の引上げや新3大疾病保障保険の発売等、お客様ニーズに合せた�
商品の提供に取組んだ結果、95.0％と当社目標水準である90％台を達成し、引続き高い�
水準を確保しています。
　2024年度も引続き、お客様の声を聴く中で、業務運営の状況について定期的に検証・見
直しを行い、全業務分野において、お客様本位の業務運営をより一層推進します。

実施概要

調査手法 調査対象Webによるアンケート調査 既契約者約6.5万名

調査時期 有効回答数2023年9月 約1.0万名

総合満足度過年度推移

2020 年度 2021年度 2023年度2022年度

100％

95％

90％

85％

80％
2019年度

お客様満足度とは、「満足」「やや満足」「やや不満」「不満」の 4択のうち、「満足」「やや満足」と回答したお客様の占率です。
※2021年度からWeb調査を実施、加えて調査対象のお客様についても拡大しています。

91.4％

90.5％90.6％90.9％

95.0％

91.9％

お客様満足度（営業職員チャネル） お客様満足度（営業職員チャネル＋代理店チャネル＋金融機関チャネル）※
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「お客様の声」を経営に活かす取組

営業担当者に対する満足度

ご加入商品に対する満足度

お客様からいただいたご意見・ご要望の例※

・お手頃な保険料で手厚い保障が良いと思い加入しました。�
� （山形県　30代　女性）

・貯蓄性等の商品ラインアップを充実してほしい。�
� （三重県　50代　男性）

お客様からいただいたご意見・ご要望の例※

・現在の担当の方は、私に合ったプランを一緒に考えてくださり、説明も丁寧でわかりやす
く、加入して本当によかったです。� （北海道　40代　女性）

・顧客のニーズや状況に応じた商品プランを提案してほしい。�
� （愛知県　60代　男性）

満足 やや満足 やや不満 不満 お客様満足度

連絡のとりやすさ・
しやすさ

説明内容のわかりやすさ

お客様のニーズ・立場を
考えた適切なアドバイス

91.3％

92.7％

89.5％

53.7

64.9 27.9 4.9 1.7

2.27.540.449.2

37.6 6.4 1.3

満足 やや満足 やや不満 不満 お客様満足度

将来の保障見直しの
しやすさ

保険料の支払額

保険金額や保障範囲 93.8％

83.9％

79.3％

44.3 49.5 5.5 0.7

30.6 53.3 13.8 2.4

31.1 48.2 17.9 2.8

※お客様からいただいた声の中から、当社で抽出・編集して掲載しています。
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「お客様の声」にもとづく
改善取組事例

12



「お客様の声」にもとづく改善取組事例

13

事例 No. お客様の声 改善内容 掲載
ページ

1 Webで申込手続が完結する商品が
ほしい

みらいのカタチ年金保険Webダイレクト
取扱（スマホ年金） P.15

2
身体障がい状態・要介護状態を長
期的にサポートしてくれる保険がほ
しい

身体障がい状態・要介護状態を一時金・年
金の2つの給付で長期的にサポートする
商品の発売

P.17

3 困ったときに気軽に子どもを預けら
れる環境を作ってほしい 一時保育マッチングサービス「ちょこいく」 P.18

4
法令対応で毎年ストレスチェックを
実施するも、職場の改善に上手く活
用できていない

「SAAGAS」の提供開始 P.19



「お客様の声」にもとづく改善取組事例
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事例 No. お客様の声 改善内容 掲載
ページ

5
送付用封筒には「重要書類在中」と
印字がされているが、同様の印字の
ない返信用封筒こそ重要書類が封
入されているのではないか

コールセンター宛の返信用封筒を改訂 P.20

6
家族の契約の存在や内容を知らな
かったため、いざというときに、請求
までに時間がかかった、請求方法が
わからなかった

「ニッセイかぞくリンク」の開始 P.21

7
金融機関で加入する外貨建保険に
ついて、リスク等をわかりやすく説
明してほしい

生命保険協会のガイドライン改正を踏ま
えた記載内容の充実

外貨建保険に関する留意点ビラの提供
P.23



のポイント

見積りから申込みまで、お客様のスマートフォンでデジタル完結

加入手続をシンプル化することで、わかりやすいUI・UXを実現

告知内容は「現在および1カ月先の入院予定有無」1点のみ

■ 近年の急速なデジタル化やコロナ禍における非対面ニーズの高まりから、保険加入においてもWebダイ
レクトでの加入を求める声が高まっておりました。

■ 加えて、若年層を中心とした資産形成ニーズも増えていることから、これまで当社職員や来店窓口等で取
扱っていた年金保険について、お客様ご自身のスマートフォンからも加入手続を可能としました。
（2024年1月15日から、「スマホ年金」の愛称にて販売開始）

■ 今後も、お客様のニーズをとらえた商品やサービスの提供に努めてまいります。

POINT
1

POINT
2

POINT
3

【ご参考】 ニッセイ みらいのカタチ 年金保険（スマホ年金）
https://www.nissay.co.jp/kojin/shohin/seiho/mirainokatachi/nenkin/sp_shohin/

UI：ユーザーインターフェイス　UX：ユーザーエクスペリエンス

「お客様の声」にもとづく改善取組事例

お客様
の声

Webで申込手続が完結する商品がほしい

改善
内容

ニッセイ みらいのカタチ 年金保険において、
スマートフォンを通じたWeb販売を開始

「スマホ年金」の販売を開始事例1

15
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●お申込みまでの流れ

プラン設計

見積り

申込み

本人確認

申込控の送付
（成立）

■ 保険料額・年金受取開始年齢等を入力

■ オンラインでの本人確認を実施

■ お申込控えをメール（Web上）にて送付

■ 年金額や解約返戻金推移を確認
■ Web申込の留意点・以降の手続ステップを確認
■ 自身のメールアドレスを入力（当アドレスに申込手続専用URLを送付）

■ 申込手続に入るプラン内容を確認
■ 重要事項（契約概要・しおり等）をPDFで確認
■ お客様情報・告知項目・収納方法を入力
■ アフターフォローについて希望方法を選択

※実際の画面

申
込
手
続

プ
ラ
ン
作
成

「お客様の声」にもとづく改善取組事例
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給付の特徴

のポイント

身体障がい状態と要介護状態をWで保障し、状態該当時の初期費用や継続費用・収入減
少に備える一時金と年金のWの給付を通じて、長期にわたって生活をサポートします。

身体障がい状態・要介護状態に該当した場合にすぐにご利用になれる相談サービスや、
症状固定後のお客様の状態に応じた適切な支援サービスを提供することでお客様をサポー
トします。

POINT
1

POINT
2

所定の身体障がい状態に該当して1～3級の身体障害者手帳を交付された場合、または公
的介護保険制度の要介護2～5と認定された場合もしくは所定の要介護状態が180日以
上継続した場合に、生活サポート年金を受取れます。また、初期サポート保険金（100）とし
て、100万円を一時金で受取れます。

所定の身体障がい状態に該当して4～6級の身体障害者手帳を交付された場合、または公
的介護保険制度の要介護1と認定された場合に、初期サポート保険金（50）として50万円
を一時金で受取れます。

特徴
1

特徴
2

「お客様の声」にもとづく改善取組事例

お客様
の声

身体障がい状態・要介護状態を長期的にサポートしてくれる保険がほしい

身体障がい状態・要介護状態を一時金・年金の
2つの給付で長期的にサポートする商品の発売

事例2

改善
内容

身体障がい状態・要介護状態になった後の生活を長期にわたってサポートするこ
とが重要であることを踏まえ、2024年4月に、ニッセイみらいのカタチ「生活サ
ポート保険“生活サポートW（ダブル）”」を発売しました。
身体障がい状態・要介護状態該当時の初期にかかる費用、継続的にかかる諸費用
や収入減少に対して、一時金・年金の2つの給付でサポートする商品です。

17
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●サービスの特徴

●事業の全体像
子どもを預けたい子育て層と一時保育を提供可能な保育園をマッチングするサービス

「簡単便利に一時保育が予約可能」
●一時保育先の確保はオペレーターが代行
●すべての手続きがLINE上でシームレスに完結

「一時保育は利用までのハードルが高い」
●一時保育先を探すために10園近く電話
●予約をするために園に事前に訪問が必要 等

Before After

■ LINEで簡単便利に一時保育のご予約が可能
■ 担当オペレーターがお一人お一人に寄り添い、細かい疑問点
にお応え

■ 行政の基準を満たした安心安全な園をご紹介

※「ちょこいく」は日本生命の支援を受けながら、MBオペレーションズ株式会社にて提供

①利用勧奨

②利用申込

③予約代行

④手数料

子育て世帯 保育所

「お客様の声」にもとづく改善取組事例

お客様
の声

困ったときに気軽に子どもを預けられる環境を作ってほしい

一時保育マッチングサービス「ちょこいく」事例3

改善
内容

日本が抱える子育てに関する社会課題（産後うつ、ワンオペ育児等）の解決を目的
に、子育て層が子どもを預けたい時に頼れる、一時保育のマッチングサービスを開始
ー�2020年の「社内起業プロジェクト」を通じて当社職員が発案し2024年に事
業化
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企業・団体でのストレスチェックや、追加でコスト・負荷をかけた従業員調査でデータは集まるものの、
分析や改善策に様々な悩みを抱える。

ストレスチェックの集計データを専用Webにアップロードすることで、「メンタルヘルス不調、エンゲー
ジメント、労働生産性」の重要指標を改善・向上させるための“PDCA取組”をご支援します。
※本技術は、ストレスチェック制度の設計に関わった東京大学 川上憲人特任教授と共同開発（2023年12月、日本産業ストレス学会にて発表）

ストレスチェック事業者の変更や、追加の従業員調査は必要ありません。

〈主なお悩み〉
●組織の課題分析に人手が足りない
●エンゲージメントサーベイ等との関係
をどう見ればよいかわからない
●職場改善の方法がマンネリ化している
●現場にわかりやすく結果を伝えたい

人事労務担当者様

ストレスチェック・
エンゲージメントサーベイ・

勤怠情報等

人事労務担当者様

ストレスチェックのみ
（集計結果）

※プレスリリース（2024年3月18日）：https://www.nissay.co.jp/news/2023/pdf/20240318.pdf

SAAGASの活用

これまで

サービス
紹介動画は
こちら

「お客様の声」にもとづく改善取組事例

お客様
の声

法令対応で毎年ストレスチェックを実施するも、職場の改善に上手く活用できて
いない

「 　　　　　　　  」の提供開始事例4

改善
内容

ストレスチェックの集計データから、「現状把握、課題特定、改善例の提示、振り�
返り」を、デジタルツールで手軽に受けられるサービスを開発

19
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返信用封筒には
「本人確認書類」や「マイナンバー申告書」等、
個人情報も封入するのになぁ…

これまで 2024年 7月～

重要書類在中と赤字で記載
お客様の大切な書類を送付していただいている

ことがわかりやすくなりました

お客様

お客様
の声

「お客様の声」にもとづく改善取組事例

送付用封筒には「重要書類在中」と印字がされているが、
同様の印字のない返信用封筒こそ重要書類が封入されているのではないか

コールセンター宛の返信用封筒を改訂事例5

改善
内容

コールセンター宛の返信用封筒に「重要書類在中」と記載するよう改訂
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保険金を
すぐに請求
できない

保険金を
すぐに請求
できる！

保険、入ってたっけ…？
どこの保険会社…？

日本生命で入っていた
保険が請求できるかも

契約者（被保険者）が死亡するも、
受取人が契約の存在を知らない場合

に登録することでWebで複数の契約関係者と契約内容を共有！

こ
れ
ま
で

２
０
２
４
年
９
月
24
日
〜

死亡保険金受取人

死亡保険金受取人

「お客様の声」にもとづく改善取組事例

お客様
の声

家族の契約の存在や内容を知らなかったため、いざというときに、
請求までに時間がかかった、請求方法がわからなかった

「ニッセイかぞくリンク」の開始

改善
内容

被保険者・受取人などの「契約関係者」が、契約内容やご契約に関する役割を�
日本生命アプリ、ニッセイマイページから確認できるようになることで、契約の
維持管理・請求のサポートをしやすくなりました。

事例6
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の概要

メールやLINEで招待

ご自身の端末でログイン

契約内容やご契約に関する役割

被保険者
その人の生死が保険の対象となる方
入院給付金等の請求・受取りをする方

指定代理請求人
被保険者が受取人の場合で、請求困難な
ときに代理で請求できる方

死亡保険金受取人
万一の際に、死亡保険金の請求・受取り
をする方

ご契約者サポートサービスご登録家族
契約者によるお手続き・お問合せが困難な
場合に、契約者をサポートしていただく方

契約者

契約関係者

ご加入の商品

各種サービスのご利用

お役立ち情報・お知らせの受取り

支払事由 保険金額、
給付金額 等 契約関係者の名前

日本生命アプリ・ニッセイマイページで確認できる内容

その他契約関係者様ができること

等

「ニッセイかぞくリンク」に関する詳細は
こちらからご確認いただけます

「お客様の声」にもとづく改善取組事例
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「お客様の声」にもとづく改善取組事例

お客様
の声

金融機関で加入する外貨建保険について、リスク等をわかりやすく説明してほしい

事例7

改善
内容

お客様に対してご提案時にわかりやすい説明を行うため、生命保険協会のガイド
ラインに沿って、「提案書」「重要情報シート」の記載内容を充実しています。
また、ご契約を安心して継続していただけるよう、ご加入後のアフターフォロー時
の情報提供の充実に取組んでいます。

（ご参考）
従来より、ご加入時のわかりやすいご説明を行うための募集人リテラシー向上や説明ツールの提供、
お客様にご契約を安心して継続していただくためのご加入後のアフターフォロー時における情報提
供・ご説明の充実にも継続的に取組んでいます。

―これまでの主な改善事例―
【ご加入時のわかりやすいご説明】
・商品パンフレットの改良（2017年10月～）
・外貨建保険のリスク解説動画の提供（2020年3月～）
・外貨建保険販売資格制度の創設（2020年10月～）、ライセンス化（2022年4月～）
・重要情報シートの提供（2021年10月～）
・商品説明動画の提供（2021年12月～）
・外貨建保険の商品説明動画の提供ラインアップを拡充（2023年5月～）
【ご加入後の情報提供・ご説明の充実（アフターフォロー）】
・定期通知（ご契約内容のお知らせ）の改良（2019年10月～）
・金融機関からお客様へご契約内容をご説明するためのツール提供（2020年4月～）
・既契約者向け商品概要ビラの提供（2021年6月～）
・契約者代理制度の導入および説明ツール提供（2022年4月～）

23

【ご加入時のわかりやすいご説明】
・生命保険協会のガイドライン改正を踏まえた記載内容の充実
（2024年10月～）

【ご加入後の情報提供・ご説明の充実（アフターフォロー）】
・外貨建保険に関する留意点ビラの提供（2024年4月～）

2024年4・10月～



「お客様の声」にもとづく改善取組事例

【ご加入時のわかりやすいご説明】

【ご加入後の情報提供・ご説明の充実（アフターフォロー）】

「顧客本位の業務運営」の更なる推進に向け、生命保険協会のガイドラインが改正されたことを踏まえて、
保険募集時に商品説明をする際に活用する書類の記載内容を充実しています。

■ �提案書
将来受取ることができる解約払戻金等の試算表の、金利・為替が�
変動した場合の例について、過去の実績を踏まえた水準で記載して
います。

■ �重要情報シート
投資信託等他の金融商品との比較の推進の観点から、想定顧客層や
費用等についての記載内容を充実しています。

【主な改訂内容】
・�解約払戻金の円換算に用いる為替レートについて、作成日時点の為
替レート±10円から±20円に変動幅を拡大
・�解約払戻金の試算に用いる市場金利について、作成日時点の利率�
±1％の変動幅の試算に加えて、±2％の試算を記載

【主な改訂内容】
・�商品ごとの販売先として想定する購入層について、長期の保有を前
提としていること等を明記
・�「解約時」「通貨換算時」「特約付加時」にかかる費用の記載を追加

■ �金融機関によるアフターフォロー時に、外貨建保険の留
意点について、イメージ図を交えて説明可能なビラを提
供しています。

■ �保険会社からご契約者に対して、毎年定期的に提供して
いる「ご契約内容のお知らせ」に同封しています。

生命保険協会のガイドライン改正を踏まえた記載内容の充実1

外貨建保険に関する留意点ビラの提供2

提案書（イメージ）

重要情報シート（イメージ）

外貨建保険の留意点ビラ（イメージ）

積立利率設定期間 2024年4月1日～2024年4月15日
作成日 2024年4月1日

ご契約者名

被保険者名 円払込金額：

[円入金レート*2 (2024年4月1日) 1米ドル＝152.07円の場合]

目標値：なし 円
*1 指定通貨および契約日における被保険者の年齢によって、適用される *3 基本保険金額は、日本生命が円払込金額を受領する日における

積立利率は異なります。 円入金レート(TTM+50銭)を適用し、円払込金額を指定通貨に
*2 為替レートは変動します。保険料お払込時に改めてご確認ください。 換算しますので、保険料お払込時に改めてご確認ください。

■ご契約後１０年間の積立金額・解約払戻金額例表（※）

■ご契約後１０年経過時以降の積立金額・解約払戻金額例表 [8]（※）
・１０年後の積立利率計算基準日に、（Ａ～Ｃ）の積立利率で更改された場合の金額を表示しています。

Ａ：最低保証積立利率（年0.01%）の場合　Ｂ：契約日の積立利率と同率の場合　Ｃ：契約日の積立利率を1.00%上回る積立利率の場合

※ 当ページに記載の数値は、経過年数ごとの年単位の契約応当日の前日時点の金額を表示しています。
※ 積立金額・解約払戻金額は、1米ドル未満、1円未満を切捨てにより表示しています。

・この保険のご留意いただきたい点については、「注記１／２」、「注記２／２」を必ずご確認ください。

・当資料の［　］付数字については、「注記１／２」の該当箇所を示しております。

4枚目（全7枚）

変動幅が (円) ﾚｰﾄ(円)

96,545 101,085

20 96 92,495 92,495 12,215,815 14,065,715 15,915,615 108.12 － 92,495 92,495 92,495 92,495

－ 83,445 87,725

114,386 119,764

20 96 129,841

金額⑤[5]

(米ドル) (米ドル) (米ドル) (米ドル) (米ドル)

解約時の 円換算額(円)[3]
円支払レートが以下の場合

損益分岐 目標金額 解約時の 解約時の 解約時の 解約時の

基準利率の 為替ﾚｰﾄ

15 91 109,534

172.07円０％[4]

解約払戻金額の計算に使用する現在の基準利率は4.26％です。

到達為替 基準利率の 基準利率の 基準利率の 基準利率の

解約払戻金額の計算に使用する現在の基準利率は4.26％です。

損益分岐 目標金額 解約時の 解約時の 解約時の 解約時の

解約払戻金額①の場合
解約払戻 解約払戻 解約払戻 解約払戻

金額②[5] 金額③[5] 金額④[5] 金額⑤[5]

(米ドル) (米ドル) (米ドル) (米ドル)

為替ﾚｰﾄ 到達為替 基準利率の 基準利率の
円換算額(円)[3]

円支払レートが以下の場合基準利率の

積立金額
(米ドル)

解約払戻

金額①

(米ドル)

基準利率の 基準利率の

日生　太郎　　様
目標金額： －

【【積積立立金金額額・・解解約約払払戻戻金金額額例例表表】】

6655,,776600 米ドル日生　太郎　　様
指定通貨*1： 米ドル

解約時の

(円) ﾚｰﾄ(円) 変動幅が 変動幅が 変動幅が 変動幅が

[6] [7] ＋２％[4] ＋１％[4] －１％[4] －２％[4]

155.07 － 53,402 58,946 70,600 76,710

148.76 － 56,961 62,092 72,812 78,401

172.07円

11,567,062

3 79 72,824 70,035 9,249,522

2 78 70,389 67,223 8,878,142 10,222,602

9,806,994 11,096,794

０％[4]

1 77 68,035 64,490 8,517,194

変動幅が
132.07円 152.07円

142.79 － 60,699 65,367 75,082 80,129

12,551,130

5 81 77,951 75,933 10,028,471

4 80 75,344 72,942 9,633,450 11,092,290

10,650,222 12,050,922

137.10 － 64,608 68,775 77,395 81,848

131.70 － 68,715 72,324

13,598,004

7 83 83,439 82,210 10,857,475

6 82 80,648 79,026 10,436,964 12,017,484

11,547,131 13,065,791 79,760 83,587

126.54 － 73,010 76,018 82,180 85,334

121.64 －

14,712,673

9 85 89,312 88,894 11,740,231

8 84 86,326 85,504 11,292,513 13,002,593

12,501,675 14,145,875 77,522 79,866 84,655 87,100

116.96 － 82,240 83,872 87,179 88,854

15,899,78410 86 92,403 92,403 12,203,664 14,051,724

13,518,111 15,295,991 112.50 － 87,216 88,055 89,761 90,628

108.23 － 92,403 92,403 92,403 92,403

積立金額
(米ドル)

解約払戻金額①の場合
解約払戻 解約払戻 解約払戻 解約払戻 解約払戻

金額① 金額②[5] 金額③[5] 金額④[5]

[6] [7] ＋２％[4] ＋１％[4] －１％[4] －２％[4]

変動幅が 変動幅が 変動幅が 変動幅が
132.07円 152.07円

Ａ
15 91 92,449 92,005 12,151,100 13,991,200 15,831,300 108.69

－ 129,841 129,841

－ 98,864 103,936109,008 14,396,687 16,576,847 18,757,007 91.74

129,841 129,841

Ｃ
15 91 114,930 114,379 15,106,035 17,393,615 19,681,195 87.43 － 103,737 109,058 120,022 125,665

20 96

Ｂ
129,841 17,148,101 19,744,921 22,341,741 77.02

142,950 142,950 18,879,407 21,738,407 24,597,407 69.96 － 142,950 142,950 142,950 142,950

基本保険金額*3(一時払保険料)

10,000,000 円 (円入金特約付加)

(歳)

年
齢

(年)

経
過
年
数

(歳)

年
齢

(年)

経
過
年
数
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※詳細は「契約締結前交付書面(契約概要/注意喚起情報) 兼 商品パンフレット」の契約概要「解約払戻金」・注意喚起情報「リスク」「諸費用」に記載して 
います。 

（質問例）⑬ 私がこの商品を解約した場合、解約控除や市場金利の変動、為替レートの変動が解約払戻金にどのように影響するのか 
説明してほしい。 

当社がお客さまにこの商品を販売した場合、当社は、この商品の組成会社である日本生命から、募集および契約の維持・管理
に対する対価として、以下の手数料をいただきます。 
1 年目   ：一時払保険料を円換算した金額に対して、3.00% 
2～5 年目：一時払保険料を円換算した金額に対して、0.55％(年率)または 0.15％(年率) 

＜募集代理店様にて入力いただく項目＞組成会社との間の人的関係や資本的関係 

＜募集代理店様にて入力いただく項目＞販売会社における業績評価 
※手数料の内容の詳細は「商品概要書」に記載しています。 
※利益相反の内容とその対処方針については、「顧客本位の業務運営に関する原則」の「取組方針」をご参照ください。 

(URL) ＜募集代理店様にて入力いただく項目＞販売会社における取組方針の URL を記載 
 

（質問例）⑭ あなたの会社が得る手数料が高い商品等、私の利益よりあなたの会社やあなたの利益を優先した商品を私にすすめて 
いないか。私の利益よりあなたの会社やあなたの利益を優先する可能性がある場合、あなたの会社では、どのような対策を 
とっているのか。 

 
 

※上記は 2024年 8 月現在の税制にもとづくもので、将来変更されることがあります。個別の税務の取扱い等については、(顧問)税理士や所轄の国税局・税務署 
等にご確認ください。 

※詳細は「契約締結前交付書面(契約概要/注意喚起情報) 兼 商品パンフレット」の注意喚起情報「税金の取扱い」に記載しています。 

 
 

・日本生命が作成した「契約締結前交付書面(契約概要/注意喚起情報) 兼 商品パンフレット」  
 https://www.nissay.co.jp/kojin/shohin/ichiran/madohan.html 
 
 
※販売中商品の最新版を登載しています。遷移先画面にてこの商品の詳細をクリックしてください。 
※2024 年 10月現在の内容です。今後予告なく変更されることがあります。 
 
 
 
 
 

( 登 日本 24-3384,24/10/1,金融法人管理 G)     BK-LG87K1 

・解約はいつでも可能です。 
・解約する場合、解約控除や市場金利の変動の影響により、解約払戻金額は指定通貨でも一時払保険料を下回ることがあり
ます。特に、契約日または積立利率更改日から解約日までの期間が短い場合、解約控除・市場金利調整による解約払戻金
の減少額が大きくなり、元本割れする可能性が高くなります。 
・また、解約払戻金を円で受取る場合、為替レートの変動の影響を受けるため、一時払保険料(円)を下回ることがあります。 

一時払保険料：一般生命保険料控除の対象となります。 
死亡保険金  ：契約者・被保険者・死亡保険金受取人の関係により、相続税、贈与税または所得税(一時所得)＋住民税 

の対象となります。 
解約払戻金  ：所得税(一時所得)+住民税の対象となります。 
定期支払金  ：契約者・定期支払金受取人の関係により、所得税(雑所得)＋住民税または贈与税の対象となります。 
年金        ：年金開始時・・・所得税(一時所得)+住民税の対象となります。 
            年金受取時・・・所得税(雑所得)+住民税の対象となります。 
※NISA、iDeCo の対象とはなりません。 

６.租税の概要（NISA、iDeCo の対象か否かもご確認ください） 

 

４.換金・解約の条件（この商品を換金・解約する場合、一定の不利益を被ることがあります） 

 

５.当社の利益とお客さまの利益が反する可能性 

７.その他参考情報（契約にあたっては、次の書面をよくご覧ください） 
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購入時に支払う費用 
(販売手数料等) 

【全タイプ共通】 
ご契約の締結・維持等に必要な費用ならびに死亡保険金を指定通貨で最低保証するため 
に必要な費用等(保険契約関係費)を、積立利率を定める際にあらかじめ控除しております。 

【「ふやすタイプ」で円建死亡保険金特約を付加した場合】 
全タイプ共通の費用に加えて、死亡保険金を一時払保険料(円)で最低保証するための 
費用を、積立利率を定める際にあらかじめ控除しております。 

【「うけとるタイプ」の場合】 
全タイプ共通の費用に加えて、定期支払金をお支払いするための費用を、積立利率を定める 
際にあらかじめ控除しております。 
また、「定期支払金額円建固定特約(率更改型)」を付加した場合、定期支払金額を 
円で一定額とするための費用を、定期支払率を定める際にあらかじめ控除しております。 

継続的に支払う費用 
(信託報酬等) 

運用成果に応じた費用 
(成功報酬等) ありません。 

解約をした場合の費用 
(解約控除等) 

・解約払戻金額を計算する際、一時払保険料に経過年数別の解約控除率(下表)を乗じた 
金額を控除します。 

経過年数 
0 年以上 
1 年未満 

1 年以上 
2 年未満 

2 年以上 
3 年未満 

3 年以上 
4 年未満 

4 年以上 
5 年未満 

解約控除率 5.0% 4.5% 4.0% 3.5% 3.0% 

経過年数 
5 年以上 
6 年未満 

6 年以上 
7 年未満 

7 年以上 
8 年未満 

8 年以上 
9 年未満 

9 年以上 
10 年未満 

解約控除率 2.5% 2.0% 1.5% 1.0% 0.5% 
 ※経過年数 10 年以上の場合、解約控除はかかりません。 
 
・また、解約日の積立金額に対して、市場金利調整により所定の率が控除される場合があります。 
 
※市場金利等の変動があった場合、上記の費用とは別に、解約払戻金額が減少することが 
あります。(例えば、解約時の市場金利が契約日または積立利率更改日よりも上昇した場合
は、解約払戻金額が減少することがあります。) 

通貨の換算に関する費用 

通貨を換算する場合、以下の為替手数料がかかります。 
 1 通貨あたりの為替手数料 
円を指定通貨に換算するとき 

50 銭 
指定通貨を円に換算するとき 
外貨入金特約を付加し、 
払込通貨から指定通貨に換算するとき 

払込通貨から円に換算するときに 25銭、 
さらに円から指定通貨に換算するときに 25銭 

 

特約を付加した場合の費用 

以下の特約の付加・適用にあたって、上記の為替手数料を加味した為替レート(下表)によって
通貨を換算します。 

特約名称 為替レート 適用日 
円入金特約 TTM＋50銭 

日本生命が保険料を受領した日 
外貨入金特約 

(指定通貨の TTM＋25銭) 
÷ 

(払込通貨の TTM－25銭) 

円支払特約 TTM－50銭 
日本生命が必要書類を受付けた日 

円建死亡保険金特約 TTM－50銭 

定期支払金円支払特約 TTM－50銭 契約応当日または日本生命が必要書類を 
受付けた日のいずれか遅い日 

定期支払金額円建 
固定特約(率更改型) TTM＋50銭 日本生命が保険料を受領した日*4 

＊4 定期支払率更改後は定期支払率更改日 
※TTM(対顧客電信売買相場仲値)は、日本生命所定の金融機関が公表する値です。 

   上記適用日に公表されない場合は、次の公表される日が適用日となります。 
※為替レートは将来変更されることがあります。 

※上記以外の費用を含め、詳細は「契約締結前交付書面(契約概要/注意喚起情報) 兼 商品パンフレット」の契約概要「解約払戻金」「特約」・注意喚起情報
「諸費用」に記載しています。 

（質問例）⑪ 私がこの商品に○○万円を投資したら、それぞれのコストが実際にいくらかかるのか説明してほしい。 
⑫ 費用がより安い類似商品はあるか。あればその商品について説明してほしい。 

３.費用（この商品の購入または保有には、費用が発生します） 

積立利率設定期間 2024年4月1日～2024年4月15日
作成日 2024年4月1日

ご契約者名 生年月日：昭和23年3月3日 男性

被保険者名 生年月日：昭和23年3月3日 男性 円払込金額：

契約年齢*1：76歳 [円入金レート*2 (2024年4月1日) 1米ドル＝152.07円の場合]

目標値：なし 円
*1 指定通貨および契約日における被保険者の年齢によって、適用される *3 基本保険金額は、日本生命が円払込金額を受領する日における

積立利率は異なります。 円入金レート(TTM+50銭)を適用し、円払込金額を指定通貨に
*2 為替レートは変動します。保険料お払込時に改めてご確認ください。 換算しますので、保険料お払込時に改めてご確認ください。

*5

*4 記載の金額は1米ドル未満を切捨てにより表示しています。

*5 「１０年後の積立金額÷一時払保険料」で計算しており、小数点第二位以下を切捨てにより表示しています。

*6 一時払保険料に対する１０年後の積立金額の利回り（年複利）です。

※ 以下のイメージ図は、将来の積立金額・解約払戻金額・死亡保険金額の推移をお約束するものではありません。

※ 基本保険金額は、原則一時払保険料と同額です。基本保険金額を減額された場合は、減額分、一時払保険料よりも少なくなります。
※ 目標値の指定・円建終身保険への変更につきましては、「契約締結前交付書面　兼　商品パンフレット」をご参照ください。

・積立利率とは、積立金に適用される利回りです。契約日および１０年ごとの契約応当日において、以下のように計算されます。
積立利率＝指標金利の所定の期間における平均値（基準利率）＋所定の率－保険契約関係費率
（指標金利とは、指定通貨に応じて定める国債の流通利回りをいいます。）
※通貨・契約日における被保険者の年齢（１５歳以上７５歳以下と７６歳以上９０歳以下）・タイプ・円建死亡保険金特約の

有無ごとに毎月２回（１日と１６日）設定
・積立利率は１０年間保証され、１０年ごとの契約応当日に更改されます。更改後の積立利率が、0.01%を下回ることはありません。

更改時においても契約日における被保険者の年齢をもとに計算します。

・ご契約時には、契約日（一時払保険料の着金日）時点で設定されている積立利率が適用されますので、お申し込みから

契約日までの間に積立利率が変更となった場合、変更後の積立利率が適用されるためご注意ください。

・当資料の［　］付数字については、「注記１／２」の該当箇所を示しております。

2枚目（全7枚）

一時払保険料 10年後の積立金額
*4 一時払保険料(指定通貨建) 10年後の

年年33..4466％％ 年3.46 ％

円

現現在在のの積積立立利利率率  [[11]]

日生　太郎　　様
目標金額： －

【【仕仕組組図図】】

6655,,776600 米ドル日生　太郎　　様
指定通貨*1： 米ドル

実質利回り *6

（年複利）

に対する割合 損益分岐為替レート

65,760 米ドル 92,403 米ドル 140.5 ％ 108.23

【【イイメメーージジ図図】】

■■積積立立利利率率

基本保険金額*3(一時払保険料)

10,000,000 円 (円入金特約付加)
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損失が生じるリスクの内容 

【為替変動リスク】 
死亡保険金・定期支払金・解約払戻金は為替レートの変動の影響を受けます。 
・為替レートが契約時から変動しなかった場合と比べ、保険金等を円に換算した額が少なくなる
ことがあります。 
・保険金等を円に換算した額が、一時払保険料(円)＊1を下回ることがあります。 
・為替レートが契約時から変動しなかった場合でも、為替手数料の負担は生じます。 
＊1 円払込金額、または払込金額を責任開始日の円入金用為替レートで円に換算した額 

【金利変動リスク】 
解約払戻金は市場金利調整により、市場金利の変動の影響を受けます。 
・この保険は、債券等への投資によって積立金額をふやす、または定期支払金をお支払いする 
しくみとなっております。債券は金利が上昇すると時価が減少します。解約払戻金の計算には、
この債券の時価変動を反映させるために、市場金利調整を導入しています。 

【解約時の元本割れリスク】 
解約払戻金額は、指定通貨でも一時払保険料を下回ることがあります。 

〔参考〕 
為替レートの騰落率 

【米ドル】 最大値 30.4％ 最小値▲16.0％ 平均値 4.1％ 
【豪ドル】 最大値 27.6％ 最小値▲18.4％ 平均値 0.6％ 
※2014年 4 月～2024年 3 月までの 10年間の各月末における 1 年間の騰落率 
※日本生命が指標としている金融機関の公示値をもとに作成 

〔参考〕 
実質的な利回り 

【定義】 
・「ふやすタイプ」では 10 年後の契約応当日における積立金額(指定通貨建)を一時払保険料
で除することで収益率を算出し、それを年複利換算により算出した利回りを実質的な利回りと
します。(実質的な利回り＝積立利率となります。) 
・「うけとるタイプ」では 10 年後の契約応当日における積立金額(指定通貨建)と 10 年間の定
期支払金の受取累計額の合計を一時払保険料で除することで収益率を算出し、それを年複
利換算により算出した利回りを実質的な利回りとします。 
(実質的な利回り＜積立利率となります。) 

  ※10年後の契約応当日以外の日付で解約した場合に支払われる解約払戻金の利回りを保証するものではありません。 
  ※積立利率および実質的な利回りは外貨建の利回りであり、円建の利回りではありません。 
【例】 
前提：契約日 2024 年 3 月 16 日～2024 年 3 月 31 日 

ご契約時の被保険者の年齢
(契約日の満年齢) 

ふやすタイプ＊2 うけとるタイプ＊3 

積立利率 
実質的な 
利回り 

積立利率 
実質的な 
利回り 

米ドル 15 歳～75 歳 3.98% 3.98% 3.98% 3.40% 
76 歳～90 歳 3.33% 3.33% 3.33% 2.91% 

豪ドル 15 歳～75 歳 3.50% 3.50% 3.50% 3.04% 
76 歳～90 歳 3.14% 3.14% 3.14% 2.76% 

 ※ご契約に適用される積立利率および実質的な利回りについては「例表」または「提案書」をご確認ください。 
 ※実質的な利回りの計算には、配当金は含まれておりません。 
 ※実質的な利回りは小数第３位を切捨てて表示しております。  
 ＊2 円建死亡保険金特約を付加しない場合です。付加した場合については、「提案書」または日本生命のホーム 

ページをご確認ください。 
＊3 定期支払金額円建固定特約(率更改型)を付加しない場合です。付加した場合については、「例表」、 

「提案書」、または日本生命のホームページをご確認ください。 

〔参考〕 
解約払戻金推移 「例表」または「提案書」をご確認ください。 

 
※損失リスクの内容の詳細は「契約締結前交付書面(契約概要/注意喚起情報) 兼 商品パンフレット」の注意喚起情報「リスク」に記載しています。 

（質問例）⑤ 上記のリスクについて、私が理解できるように説明してほしい。 
⑥ 相対的にリスクが低い類似商品はあるのか。あればその商品について説明してほしい。 
⑦ この商品は元本が保証されているか説明してほしい。 
⑧ 為替レートの変動と損失がどのように関係するのか説明してほしい。 
⑨ 金利の変動と損失がどのように関係するのか説明してほしい。 
⑩ 実質的な利回り等のリターンではなく、保険商品としての機能やメリット(デメリット)について説明してほしい。 

２.リスクと運用実績（この商品は、円建の元本が保証されず、損失が生じるリスクがあります） 

 

積立利率設定期間 2024年4月1日～2024年4月15日
作成日 2024年4月1日

汎用銀行

1枚目（全7枚）

入金通貨 円

目標値 なし

円建死亡保険金特約 付加する

提 案 書
日生　太郎　　様

選択タイプ ふやすタイプ

指定通貨 米ドル

取 扱 金 融 機 関 名

取 扱 店 名

取 扱 店 住 所

電 話 番 号

取 扱 者

この商品は、以下のご意向に対応しております。

■終身にわたる死亡保障を確保すること
■外貨建で資産を運用し、将来に向けた資産形成を行うこと

ご検討にあたっては当資料と「契約締結前交付書面 兼 商品パンフレット」をあわせてご覧ください。

ここのの商商品品はは日日本本生生命命をを引引受受保保険険会会社社ととすするる生生命命保保険険でですす。。
預預金金ととはは異異ななりり、、ままたた、、元元本本割割れれすするるここととががあありりまますす。。

解解約約時時のの市市場場金金利利、、為為替替レレーートトのの変変動動等等にによよっってて、、損損失失がが生生じじるるここととががあありりまますす。。

なお、当資料に記載の金額は概算値であり、ご契約後の保障内容につきましては、生命保険証券（契約内容通知書）および
約款に記載のとおりとなります。

お申し込みにあたっては、クーリング・オフ制度、お支払事由の詳細や制限事項等、契約内容に関する重要な事項について
記載している「契約締結前交付書面 兼 商品パンフレット」「ご契約のしおり－定款・約款」を必ずご確認ください。

＜ご意向に関する補足事項記入欄＞

2024 年 10 月版 
重要情報シート 
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＜募集代理店様にて入力いただく項目＞ 
販売会社：●●●●●●● 

 
この資料は、この商品の全ての事項を記載したものではありません。ご検討、お申込みに際しては、「商品概要書」、「契約締結前交付書面(契約概要／注意喚起
情報) 兼 商品パンフレット」、「例表」または「提案書」、「ご契約のしおり－定款・約款」等を必ずお読みください。 
 
この商品は日本生命を引受保険会社とする生命保険です。 
預金とは異なり、また、元本割れすることがあります。 
 
 

  

金融商品の名称・種類 ロングドリームGOLD３ 
＜ニッセイ指定通貨建積立利率変動型一時払終身保険(米ドル建・豪ドル建)＞ 

組成会社 
(引受保険会社) 日本生命保険相互会社 
販売委託元 

金融商品の目的・機能 

【目的】 
・外貨の金利を活かして積立金をふやし、将来は大切な方へ資産を「のこす」か、ご自分で「つかう」か 
を選択できる外貨建の終身保険です。 
【機能】 
・指定通貨を米ドルまたは豪ドルより選択できます。 
・告知不要で15歳から90歳まで加入できます。 
・被保険者が亡くなられたとき、指定通貨で一時払保険料以上の死亡保険金をお支払いします。 
・以下の2つのタイプより選択できます。 
①「ふやすタイプ」 
-積立利率にしたがって、積立金をふやします。  
-解約払戻金の円換算額に目標金額を設定することができます。 
目標金額に到達したとき、「のこすコース(円建終身保険)」に移行します。 

②「うけとるタイプ」 
-契約応当日に被保険者が生存しているとき、毎年定期支払金をお支払いします。 

・将来、「のこすコース(円建終身保険)」または「つかうコース(円建年金)」に移行できます。 

商品組成に携わる 
事業者が想定する 
購入層 

・この商品は、まとまった資金を長期にわたり運用しながら、終身にわたる死亡保障を準備したい方を 
念頭に組成しています。 
・日本生命が設定した所定の利率にもとづきリスクを抑えた運用を行いますが、為替変動リスク、金利 
変動リスクがあるため、それらに伴う元本割れを許容できる方を想定しています。 
・併せて、外国金利・為替と外国債券評価額の関係を理解でき、当面の生活資金を確保している 
方を想定しています。 

 
（5年超の長期で運用期間を確保できる方を想定しています。長期の保有を想定して組成している
商品のため、契約日から解約日までの期間が短い場合、運用による成果が十分に得られなかったり、
元本割れする可能性が高まったりするため、十分ご留意ください。また、解約により保障も失われます。） 

パッケージ化の有無 

・この商品は、外貨での「運用」機能と、「保障」機能を組合せた商品です。 
・他の金融商品を個別に購入することにより、全く同一の機能は得られないものの、類似の機能を 
得られる可能性があります。 
・詳細については、必ず各金融商品の契約締結前交付書面(契約概要／注意喚起情報)や 
ご契約のしおり、商品パンフレット等をご確認ください。 

クーリング・オフの有無 
クーリング・オフの適用があります。ご契約の申込日または注意喚起情報を受取った日のいずれか遅い
日からその日を含めて8日以内であれば、書面または電磁的記録によるお申し出により、ご契約の 
お申込みの撤回またはご契約の解除をすることができます。 

（質問例）① あなたの会社が提供する商品のうち、この商品が、私の知識、経験、財産状況、ライフプラン、投資目的に照らして、 
ふさわしいという根拠は何か。 

② この商品を購入した場合、どのようなフォローアップを受けることができるのか。 
③ この商品が複数の商品を組合せたものである場合、個々の商品購入と比べて、どのようなメリット・デメリットがあるのか。 
④ 目標達成しなかった場合について説明してほしい。 

１.商品等の内容（当社は、組成会社等の委託を受け、お客さまに商品の販売の勧誘を行っています） 

●このビラは、外貨建生命保険について一部の内容を紹介したもので、
商品の推奨や勧誘を行うものではありません。
●商品の詳細については、「契約締結前交付書面（契約概要/注意喚起
情報） 兼 商品パンフレット」を必ずご確認ください。
●記載の内容は2023年11月現在のものであり、将来変更される場合
があります。

●解約払戻金の算出には記載の内容のほか、いくつかの費用等がございます。
●リスクやご負担いただく費用などは、商品によって異なります。
●しくみ図はあくまでイメージであり、実際の商品のしくみとは異なる
部分もございます。
●数値は例示であり、実際の数値とは異なります。また、将来の数値を
保証・予測するものではありません。

なぜ、解約払戻金と市場金利は逆の動きをするの？

市場金利調整の影響はどれくらい続くの？

1

長い短い

ご留意いただきたい点

保険会社は外貨建保険の積立金を、主に外国債などの債券で運用しています。

2 解約になると、保有している債券を売却することになりますが・・

一時払
保険料

市場金利が
年率3％に
上昇すると‥

金利の上昇

この債券を買うと、
たった２％しか
利息を受取れない

債券債券債券債券

債券

年2％利息の
もらえる

外国債券を保有

安くしないと売れない
価格

DOWN！

市場金利が
年率１％に
低下すると‥

この債券を買うと、
なんと２％もの
利息を受取れる

高くても売れる

価格
UP！

契約時
利率
更改時

債券価格は
大きく下落

債券価格は
少し下落

経過年数経過年数
長い短い

金利の低下
契約時

利率
更改時

債券価格は
大きく上昇

債券価格は
少し上昇

購入時
の金額

売却時
の金額

購入時
の金額

売却時
の金額

利率更改日を除き、ずっと続きます。償還までの期間が長い（購入からの経過年数が短い）債券ほど、金利変動の影響を
受ける期間が長いため金利の動きに対する債券価格の動きは大きくなります。したがって、仮に契約日または更改日と
解約日の金利変動差が一定の場合、契約日または更改日から解約日までの期間が短いほど市場金利調整の影響は
大きく、長いほど小さくなります。

引受保険会社

ニッセイダイレクト事務センター

　0120-375-621（通話料無料）
［受付時間］ 月～金曜日 9：00～17：00
　　　　　（祝日、12/31～1/3を除く）
ホームページ https://www.nissay.co.jp

※更改日を過ぎると市場金利調整の影響は再び大きくなります。

＜運用期間＞ ＜解約時＞ 

（生23-4547,金融法人管理G） BK-LG59H

ご加入の外貨建生命保険に関するご留意点
対象商品：ニッセイ指定通貨建積立利率変動型一時払終身保険

市場金利
調整

市場金利
調整

受取額
減少

増加上昇

下落

市場金利が上昇した場合、
受取額が減少する

市場金利が下落した場合、
受取額が増加する

受取額 市場金利

市場金利が変わらなかった場合も
受取額が減少する

市場金利

市場金利
調整

減少

変わら
ない

受取額市場金利

解約日までの期間が短い場合 解約日までの期間が長い場合

短い 長い
▲
解約日

▲
解約日

▲
契約日

▲
契約日

解約時の積立金額 解約時の積立金額

（あまりふえていない） （ふえている）

積立金が比較的
ふえていないため、
受取額は
小さくなる。

積立金が比較的
ふえているため、
受取額は
大きくなる。

大きくなる

外貨建保険の解約払戻金は、次の要素が複合的に影響し、予期しない損失が
生じる可能性があります。また、預金とは異なり、元本割れすることがあります。

「為替レート」の影響1
●解約払戻金等を円でお受取いただく場合、為替レートの変動による影響を受けます。
●受取額は、契約日よりも解約日の為替レートが円高になれば減少し、円安になれば増加します。

「市場金利」の影響（市場金利調整）2
●市場金利調整とは、解約払戻金が市場金利によって増減するしくみです。
●受取額は、契約日または更改日よりも解約日の市場金利が上昇すれば減少し、下落すれば増加します。
　なお、契約日または更改日と解約日の市場金利が変わらなかった場合も、受取額は減少します。

「解約日までの期間」の影響3
●受取額は、契約日から解約日までの期間が短いほど小さくなり、長いほど大きくなります。

詳細は裏面をご確認ください。

解説動画は
こちら

債券を売却するための費用等をふまえ
差引いた率により、減少します。

為替変動リスクの例（米ドル建の場合）

円安

円高

ご契約時

保険金等の円換算額

1米ドル=100円の場合

1米ドル=110円の場合

1米ドル=90円の場合1,000万円 10万米ドル

900万円

1,100万円

10万米ドル

10万米ドル

小さくなる

為替レートが円安になった場合

解約

解約

為替レートが円高になった場合

円に換算した
受取額が減少

円に換算した
受取額が増加

ドル高 
＝円安

ドル安 
＝円高

ドル高 
＝円安

ドル安 
＝円高

小さくなる 大きくなる

※解約控除がある場合、解約控除額は契約日から解約日までの期間が短いほど大きく、長いほど小さくなります。
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企業としての
消費者関連取組

企業としての消費者関連取組

※2024年5月末現在

●ニッセイサステナプロジェクト“にっせーのせ！”

●自治体との包括連携協定等に基づいた取組

●疾病予防や地域の安心・安全への取組

　ニッセイサステナプロジェクト「にっせーのせ！」は、サステナ
ビリティ経営の推進を一層強化していくことを目的に、2024年
5月からスタートした全社プロジェクトです。
　全国約7万名の役員・職員がサステナビリティ経営を体現�
するため、全国各地で日々行っている活動を当社特設サイトや
SNS等で発信しています。

47都道府県※と、「包括連携協定」や「個別連携協定」を締結し連携しています。
協定に基づき、「健康増進」や「地域の安心・安全」をはじめ、「地域経済の活性化」「子育
て支援」「青少年の健全育成」「スポーツ振興」等、それぞれの地域・社会の課題に応じた
さまざまな取組を進めています。
　お客様へ保険・サービスを提供するだけでなく、全国の営業職員を中心にこうした取組
を行うことで、地域社会に対する貢献を目指します。

　47都道府県※との包括連携協定等に基づ
いたがん検診受診勧奨活動や交通安全啓発
活動、ビジネスマッチング、社会貢献取組等
を通じ、地域の課題解決に貢献します。
　がん検診受診勧奨活動では、営業職員が
地域の皆様にがん検診に関する情報提供を
行うことに加え、未受診理由等の声を収集
し、結果を自治体や地域の皆様にフィード
バックしています。
　こうした活動を通じて、がんの備えに対す
る意識を高めるとともに受診率向上に貢献す
ることを目指します。

詳しくは当社特設サイトをご覧ください
https://www.nissay.co.jp/kaisha/csr/sustainability_project/
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がん検診の受診勧奨活動

交通安全の啓発活動

日本
生命

連携

情報提供
（検診の重要性、がんの基礎知識等）

がん検診の運営に
地域の皆様の声を反映

アンケートによる地域の皆様の声の収集

回答内容に応じた情報提供

自治体

がんへの
備えに対する
意識を高める

がん検診の
受診率向上

双方向
コミュニ
ケーション

双方向
コミュニ
ケーション

日本
生命

連携

情報提供
（自転車条例の周知、交通安全に関する情報）

交通安全に関する運営に
地域の皆様の声を反映

アンケートによる地域の皆様の声の収集

回答内容に応じた情報提供

自治体

交通安全への
意識を高める

交通事故の
抑止・減少

自転車保険への
加入率向上

地域の皆様

地域の皆様



企業としての消費者関連取組

消費生活センターとの交流を通じて
・長岡支社のエリアには12箇所の消費生活センターが
あり、定期的に情報交換をしております。またニッセイ
懇話会には昨年度は4センター、5名の方にご出席い
ただいており、生命保険に関する相談状況や地域特有
の課題などについて貴重な情報を提供していただいて
おります。

・こうした取組や、人的なネットワークの構築によって、�
お客様からの申出や苦情の早期解決に役立つだけで
なく、高齢者や障がい者といった、より丁寧な対応が
必要なお客様への対応方法について、お客様に寄り
添った、わかりやすくて、丁寧な対応につながっており
ます。
・今後も当社のお客様対応力の向上に向けて情報交換
を継続してまいります。

※消費生活センターからいただいた声の中から、当社で抽出・編集して掲載しています。

消費生活センターからの声※

センターの方々からは、高齢者の特性や対応の留意点に関する助言をしていただくとともに、高齢者
への丁寧な対応・柔軟な対応を要望されています。
・�説明が長引くことで、面倒さとプライドもあり、理解できていなくてもうなずいてわかったかのよう
にその場をしのいでしまい、後にトラブルとなるケースがある� （東京都）

・�親族同席されている場合も、2人で聞いておられるときは、どちらかが聞いていると思ってどちら
も聞いていないことがあるため、注意が必要� （大阪府）
・�契約に関する書類は、高齢者にはなるべく書面で渡してほしい。電子書面でも良いか聞かれると、
よくわからないままにそれで良いと答えてしまう（見栄を張ってしまう）方もいる� （群馬県）

・�一定年齢以上のお客様について、新規契約時の親族同席を必須としたことは、トラブル未然防止の
効果が期待できる素晴らしい取組だと思う�（東京都、大阪府、北海道、静岡県、山梨県、新潟県など）

●全国約1,000カ所の消費生活センターと全国約100支社との定期的な交流
　当社は、地域や消費者との関わりを深めることを目指し、各地域の消費生活
センターを定期的に訪問するなどして、交流しています。
　地域ごとの消費者問題や相談内
容をお伺いし、当社取組をご説明し
ています。
　交流を通じて、ニッセイ懇話会
（P.8）や消費者モニター会議（P.8）に
もご出席いただいており、地域にお
ける活動でも協働しています。

人 地域社会
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地域社会や人々とのつながり

全相協支部交流会（東北支部）消費生活センター訪問（群馬県）

長岡支社
左：�横井伸亮（支社次長） 
（消費生活アドバイザー37期）

中：�庄田真人（お客様担当部長） 
（消費生活アドバイザー36期）

右：�青木潤（サービスアドバイザー） 
（消費生活アドバイザー42期）



企業としての消費者関連取組

　当社では、「お客様本位の業務運営」を推進するため、全職員向けのWeb研修など
を通じて理念の浸透を図っています。
　2024年度には、前年度に続き、社外から講師を招き、新入職
員に向けて消費者教育研修を実施しました。
　新入職員自身が「消費者の視点」で身近なトラブルを防ぐ方法
を学ぶとともに、消費者の視点を活かして、「企業人の視点」でよ
りよい企業活動を考えられるようになることを目指しています。

　全国各地で所属アスリート等によるスポーツ教室の開催
やパラスポーツの体験会・講演会の実施などを通じ、次世代
を担う子どもたちに向けた支援やDE＆I※推進の理解浸透に
取組んでいます。

　全国の当社職員が講師となり、保険や
ライフデザインの大切さを子供たちに伝え、自分自身の将
来について考え、切り拓いていくことを応援しています。

●スポーツを通じた取組

●出前・受入授業

●全職員向け消費者志向に関する教育

　消費者と企業・行政の架け橋となる消費生活
アドバイザーの育成を推進しており、有資格者が全国各地の
支社・本部に在籍しています。

新入職員向け消費者教育研修

車いすバスケット
ボール体験会・
講演会

有資格者1,290名（2024年4月1日現在）
企業別在籍数１位

スポーツ教室31都道府県4,090名
車いすバスケ体験会・講演会8都道府県1,931名が参加（2023年度）

46都道府県145校13,778名が参加（2023年度）

野球部による野球教室

出前授業の様子

※DE&I：ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン

人 地域社会

人 地域社会

人 地域社会

人
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オンライン勉強会の様子

●消費生活アドバイザー育成

社会全体・お客様を支え続ける人的資本の強化



　インターネット取引の拡大とともに、いわゆる健康食品、機能性表示食品のインターネット取引の消費生活
相談が、変わらず多数寄せられ、健康被害も発生しました。その背景には、SNS広告による誘引、ダークパター
ン、キャッシュレス決済等のほか、機能性表示食品制度の問題があります。また、なりすまし、偽情報・誤情報
により消費者被害、権利侵害、詐欺被害が発生しています。現在、総務省においては、誹謗中傷をはじめとする
違法・有害情報の流通、生成AI、デジタル広告の流通等、デジタル空間における情報流通に伴う様々な諸課題
への対処のために、「デジタル空間における情報流通の諸課題への対処に関する検討会」が開設され、消費者
庁においても、デジタル時代におけるより良い消費生活を支える信頼構築のための官民によるラウンドテーブ
ルが開催されています。

　さて、このたび日本生命様の「お客様の声白書」を拝見させていただきました。サステナビリティ経営の実践
として、苦情・コンダクトリスクへの対応強化、お客様の体験価値の向上を推進することとされています。苦情
減少とともにお客様満足度が年々向上して、高い水準を維持されていることは大変なご努力と推察します。同
時に不祥事案の未然防止については、社会からの信頼維持のためにも今後も継続的なご尽力を期待します。

　「お客様の声」にもとづく改善取組事例において、身体障がい状態、要介護状態に該当した場合のサポート
は、今後の長い人生を安心して生きていくために消費者にとって大変有益な商品です。適用条件を誤解のない
ように理解していただかなければなりませんが、相談サービスや支援サービスが受けられることで、万が一の
場合に満足度が高まることと思います。また、一時保育マッチングサービス「ちょこいく」は、安心・安全な保
育所を簡易な手続きで予約してくれるサービスです。ネット検索で保育所の情報は得られても安心は得られま
せん。子育てと仕事でご苦労されている方々にとっては、力強い味方になるものと
思います。

　そして、消費生活センターと企業との連携は簡単ではありませんが、重要なもの
です。企業努力を知ることは、相談者への説明が厚くなり、他の企業への啓発に繋
がります。ニッセイ懇話会や消費生活センター訪問は、消費生活相談員にとって大
変有益であると同時に、生命保険業界の信頼性確保にも繋がります。

　消費者、住民の安全・安心な暮らしのために、消費生活センター、消費生活相談
員とも、双方向コミュニケーションの実現を期待します。

公益社団法人  全国消費生活相談員協会
1977年に全国で初めての消費者問題の専門家集団「国民生活センター消費生活相談員養成講座修了者の会」として発足しました。
その後、1987年に経済企画庁（現在は消費者庁）所管の「社団法人全国消費生活相談員協会」として許可を受け、2012年に内閣府
認定「公益社団法人全国消費生活相談員協会」になりました。
主として、全国の自治体等の消費生活相談窓口で、相談業務などを担っている消費生活相談員を主な構成員とする団体です。消費者
被害の救済を図り、広く消費者被害の未然防止、拡大防止のために活動しています。また、2007年11月には、内閣総理大臣より 

「適格消費者団体」として認定を受けました。本協会の組織は、全国6支部（北海道、東北、関東、中部、関西、九州）におよび、全国で
1,528名の会員（2024年3月時点）が多方面で活躍しています。
また、本協会は消費者志向経営の取組を促進するために事業者、事業者団体と連携しています。

『「お客様の声」を経営に活かす取組』について
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寄稿

増田 悦子 氏

公益社団法人
全国消費生活相談員協会
理事長



＜インターネットでのお問合せ＞

※ご住所の変更等のお手続きやご契約内容の照会、資料請求、ご相談等を受付けています。

＜電話でのお問合せ＞

［ニッセイコールセンター］

［ご高齢のお客様専用ダイヤル］
（シニアほっとダイヤル）

（通話料無料）0120-201-021
（通話料無料）0120-147-369

受付時間　月～金曜日 9：00～18：00　
土曜日　　 9：00～17：00
（祝日、12/31～1/3を除く）

［ニッセイダイレクト事務センター］ （通話料無料）
受付時間　月～金曜日 9：00～17：00

（祝日、12/31～1/3を除く）0120-562-186

ニッセイ・ライフプラザの住所・地図等の店舗情報をご確認いただけます。

＜窓口でのお問合せ＞

＜金融機関販売商品のお問合せ＞

お手続きやお問合せにつきましては

お客様サービス部
〒100-8288　東京都千代田区丸の内1-6-6

お客様サービス部　文2024-659
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2024

お客様の
声白書

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


